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研究成果の概要（和文）：ヴィクトリア朝時代の理想的女性は、「家庭の天使」という言葉で端的に表現されるように
、天使的で純粋無垢であるとされた。本研究は、そうした女性の脱性化の動きが19世紀初期の女性作家たちにおいてす
でに始まっていたことを、古典文学の受容の視座から考察した。とりわけフェリシア・ヘマンズやレティシア・エリザ
ベス・ランドンのような女性詩人がオウィディウスの描くサッポーを大衆化し、商業化していく過程は、女性の脱性化
の言説が当時の社会や文化に深く浸透してゆく過程と軌を一にする。両者の有機的な関係を検証することによって、19
世紀初期における女性のセクシュアリティの商業化の実態を解明した。

研究成果の概要（英文）：The ideal woman in the Victorian era was expected to be angelic, innocent and 
chaste, as clearly indicated in the popular term “The Angel in the House.” The current research 
examined women writers in the early nineteenth century from the viewpoint of the reception of the 
classics to illustrate that their works had already shown a tendency to desexualize women. The way women 
poets such as Felicia Hemans and Letitia Elizabeth Landon, in particular, popularized and commercialized 
Ovidian Sappho corresponded to the way a discourse on female desexualization was spreading into British 
society and culture at that time. A close examination of the correlation between women poets’ treatment 
of Ovidian Sappho and the prevailing discourse of female desexualization revealed the actual condition of 
the commercialization of female sexuality in the early nineteenth century.

研究分野： 英文学

キーワード： 英文学　西洋古典　セクシュアリティ　ジェンダー
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、従来フェミニズムやジェンダー

研究で看過されてきたセクシュアリティを

批評の視座に入れる国内外で最新の研究動

向に沿うものであると同時に、国内外でこれ

まで主たる考察の対象になっていなかった、

19 世紀初期のイギリスにおける古典文学の

受容と、女性作家たちのセクシュアリティの

言説の関係に焦点をあてるものである。欧米

では、ミシェル・フーコーに端を発したセク

シュアリティ研究が 1980 年代頃から社会学

や歴史学や文学の分野で盛んに行われはじ

め、相当な成果を挙げている。ジェンダーと

セクシュアリティは不可分の関係にあるが、

両者の関係についての検討も、異性愛中心か

ら同性愛を視野に入れた観点へと移り、さら

に、19 世紀末以前には性の欲望の認識や同性

愛行為はなかったとするフーコーの議論に

対する反論として、それより以前の時代にお

ける男性の同性愛研究に続き、西洋諸国で唯

一女性同性愛者の罰則規定がなかったイギ

リスにおける女性同性愛研究もなされるよ

うになった。一方、日本においては、近年で

は欧米と同じように女性の視点を包括した

ジェンダーの視点の研究やジェンダー構築

の過程を解明する研究が目立つようになっ

てきたが、セクシュアリティ研究に関しては

社会学の分野に比べて文学は立ち遅れてお

り、クイア理論に依拠して 19 世紀後半以降

の文学を考察する研究にとどまる傾向があ

った。このような国内外の研究の現状を鑑み

るならば、本研究者がここ 8~9 年間になして

きた 18 世紀イギリスにおける女性同性愛の

様々な表象についての研究は、欧米の研究動

向に沿うものであったと同時に、国内では先

駆的であったと言える。 

 本研究はこれまで研究代表者がなしてきた

18 世紀におけるサッポーの詩の受容史研究

を出発点とし、それをさらに発展させて、精

緻な分析の対象をオウィディウス、マルティ

アリス、ユウェナリスなど、性愛や同性愛に

ついての言説を多く含む男性古典作家のテ

クストに拡大し、考察する時代を 19 世紀初

期に限ったものである。従来のイギリスにお

ける古典文学の受容研究では、サッポーにつ

いては 1990 年代から盛んに行われはじめ、

相当な成果を挙げているが、男性古典作家に

ついての包括的な受容研究はほとんどない

と言ってよい。しかしながら、18 世紀からロ

マン主義時代にかけてのイギリスにおいて、

プラトンの『饗宴』や『パイドロス』、オウ

ィディウス『女主人公たち』や『変身物語』、

ウェルギリウスの『牧歌』、マルティアリス

の『エピグラム』、ユウェナリスの『諷刺詩』

など同性愛や両性愛に関連するテクストが

幾度となく英訳され、セクシュアリティ観の

形成に複合的に関与していることがわかっ

た。また、当時の古典文学の英訳は古典語の

原語に忠実というよりも、意識的・無意識的

な誤訳が施されて社会に流通することが多

く、そうした誤訳によるセクシュアリティの

言説の流布自体に性政治学が働いていると

考えられた。これらの知見の結果、本研究課

題に着目した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、西洋古典の英訳におけるセクシ

ュアリティの言説の受容を大衆的文学市場

におけるセクシュアリティの商業化と関連

づけて多角複合的に考察するものである。特

に、オウィディウスのテクストの誤訳などに

よってもたらされた女性の脱性化の現象に

的を当て、19 世紀初期において商業的に成功

した女性作家たちがそうした女性のセクシ

ュアリティをいかに意図的に描き、大衆化し

ていったかを解明することを目的とする。研

究期間内に解明するのは、以下の 3点である。 

(1) 古典作家オウィディウス、マルティアリ

ス、ユウェナリスの作品のイギリス・ロマン

主義時代における英訳を、現語の内容と比較

対照しながら詳細に分析し、そこに潜んでい



る恋愛やセクシュアリティ観、あるいはジェ

ンダー・バイアスやセクシュアリティ・バイ

アスなどの性政治学を明らかにする。上記古

典作家のテクストの主たる英訳者としては、

ウィリアム・ギフォード、ジョージ・ゴード

ン・バイロン、トマス・ムーアなど文学史で

なじみの作家の他、『ギリシャ主要詩選集翻訳

書』(1806)を出版したロバート・ブランドの

ように古典学専門家も数多くいる。本研究で

は、それらのテクスト分析とともに、訳語の

歴史的推移、変容なども検証する。また、同

性愛に関する古典文学とも関わりがある、ジ

ェレミー・ベンサムの「ペデラスティー論」

(1785)、P・B・シェリーの「『愛』のテーマ

に関する古代ギリシャ人の風習論」(1818 作)

などの論文も考察する。 

(2) 19 世紀初期の女性作家たちのうち、と

くに大衆的文学市場で活躍したヘマンズと

ランドンの二人の女性詩人に焦点をあてて、

セクシュアリティ形成の視点から、彼女たち

の作品分析を詳細におこなう。また、彼女た

ちの商業的成功の野望とセクシュアリティ

の言説の関連を検証するために、当時の文学

市場の流行の実態を新聞・雑誌・出版社の宣

伝目録などを探る。 

(3) 以上の個別実証的な研究成果を踏まえ、

19 世紀初期における西洋古典文学の英訳版

の言説の社会的文化的影響力の全貌と、女性

作家たちによる女性のセクシュアリティの

商業化の過程とのつながりを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究代表者が 3 年間という期間

にわたって、19 世紀初期における西洋古典文

学の英訳テクストと女性作家たちのテクス

トのそれぞれのセクシュアリティの言説を

領域横断的角度から考察した。研究目的を達

成するためにとった方法は以下の 3点である。 

(1) 資料収集 

 本研究は主に一次資料研究によって行わ

れた。そのため、研究初年度から、本研究に

関連する基本的資料・文献・刊行物などを精

力的に収集した。特にイギリスの 18 世紀か

ら 19 世紀に英訳出版された古典作家の著作

のうち、オウィディウス、マルティアリス、

ユウェナリス関連を収集した。またイギリス

女性作家のうち特にヘマンズとランドンの

著作集や評論、およびサッポー的な即興詩人

を描き、同時代のヨーロッパ中に多大な影響

を与えたフランスのスタール夫人関連の書

籍を購入した。ヘマンズとランドンの文学市

場における位置を把握するために必要な 19

世紀初期の新聞・雑誌・印刷業に関する論文

や、19 世紀初期のアニュアルもしくはギフト

ブックにおける女性作家関連の記事や批評

など貴重文献・一次資料に関しては、大英図

書館で筆写、PDF での電子ファイル、ハード

コピーの形で収集した。 

(2) 資料の精読・分析とデータベース化 

 本研究目的欄に挙げた３点を解明するた

めに、収集した広範な領域にまたがる資料・

文献・刊行物などを精読・分析し、データベ

ース化して検索可能なかたちに変え、本研究

の遂行が容易になるよう計った。これらの作

業は本研究の研究期間中最も多くの時間を

費やした。 

(3) 研究成果の公表 

 研究成果の一部については、随時、国内外

の主要学会において口頭発表するとともに、

論文を学会誌や所属機関の紀要、共著などで

公表した。そして口頭発表時やその他の機会

に、イギリス文学・文化・フェミニズム思想

の研究者たちと意見交換し、適切な指導・助

言などを受けることによって、本研究の精度

を高めるのに努めた。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果としては、以下の４点の

内容に大別される。 

(1) 西洋古典文学におけるセクシュアリテ

ィの言語の受容 

18 世紀末のユウィエナリスの『諷刺詩』の



ウィリアム・ギフォードによる英訳の言説が

19 世紀初期のアン・リスターの日記中で女性

同性愛を巡る下世話な世間話にまで広がっ

ていたように、古典における男性同性愛の言

説が多方面の分野においてあらゆる同性間

の愛に援用・流用されていたことが鮮明にな

った。成果の一部として、イギリス女性史研

究会のシンポジウム「揺らぐ境界−—セクシ

ュアリティとジェンダー」では、「ロマン主

義時代における女性同士の愛、ジェンダー、

セクシュアリティ」のタイトルで、ロマン主

義時代における女性間の愛の表象を歴史的

観点から考察した。また、論文「アン・リス

ターの隠れたセクシュアリティ」では、ア

ン・リスターの日記を読み解き、彼女が学ん

だオウィディウス、マルティアリス、ユウェ

ナリスなどの西洋古典文学におけるセクシ

ュアリティの言説が、女性同性愛者としての

自己像の形成に対抗的に働いたことを明ら

かにした。イギリス女性史研究会 Newsletter

に掲載した論文「女性同士の友情を超えた愛

はセクシュアルか？」では、ロマン主義時代

の女性同士の愛について語るとき、セクシュ

アルが意味することについての問題を提起

した。 

(2) オウィディウスのサッポーの受容と 19

世紀初期女性詩人 

 名古屋大学英文学会第 52 回大会における

招待講演で、18 世紀から 19 世紀四半世紀ま

でのオウィディウスの「パオーンに宛てたサ

ッポーの手紙」に基づくサッポーの投身神話

の言説と絵画的表象の変容を自殺観・感受性

観・セクシュアリティ観の観点から分析した。

これにより、本研究の中心をなすヘマンズと

ランドンの作品における女性の愛と死と詩

的名声のテーマの歴史的位置づけが明らか

になった。また、19 世紀初期の女性の脱性化

の動きを 18 世紀以来のオウィディウスのサ

ッポーの受容史のコンテクストの中で捉え

なおすことができた。この分析結果の知見を

発展させた論文「飛ぶのは怖くないーサッポ

ーの愛と自殺とジェンダー」は名古屋大学英

文学会誌『IVY』に査読を経て掲載された。

イギリス・ロマン派学会における口頭発表

「愛の商品化−—レティシア・エリザベス・

ランドンと L. E. L. と｢サッポー｣」では、ラ

ンドンがいかに L.E.L.として異性愛者とし

てのサッポー像を売り出すことによって人

気を博したのかを論じた。その知見を発展さ

せて、イギリス湖水地方のライダルで開催さ

れた第 43 回ワーズワス国際学会における口

頭 発 表 “Love as a Commodity: Letitia 

Elizabeth Landon and ‘Sappho’”では、ラン

ドンのいわゆる「売れた」恋愛詩がバイロン

やムーアによる古典の英訳の言説を否定し

たうえで成り立っていたこと、そして彼女の

作品に繰り返し出現するサッポー的な「報わ

れぬ愛」のテーマは当時大流行したアニュア

ルやギフトブックの贈答先である女性たち

にとって「安全な愛」を意味したことを明ら

かにした。ここにおける質疑応答やフロアー

からの意見を踏まえて加筆・修正した英語論

文は、イギリス・ロマン派学会誌『イギリス・

ロマン派研究』第 39・40 合併号に査読を経

て採用され、平成 27 年 11 月に発行が確定し

ている。 

(3) 本研究テーマに関連した研究成果 

ロマン主義時代のジェンダー・セクシュア

リティ観を知る規範的な作家の一人である

メアリ・ウルストンクラフトに関する 19 世

紀から現代までの批評論文集の書評を日本

英文学会誌英文号に公表した。また、イギリ

ス・ロマン主義時代のジェンダー、感受性観、

道徳観の点において本研究に関連する口頭

発表を日本ジョンソン協会第 45 回大会シン

ポジウムにおいておこなうとともに、３点の

論文を紀要や共著に公表した。 

(4) 研究成果報告書 

最後に、3 年間の研究実績の総括として、

2015 年 3 月 31 日に研究成果報告書(A4 版、



和文、全 63 ページ)を発行し、18 世紀から

19 世紀初期におけるオウィディウスの「パオ

ーンに宛てたサッポーの手紙」の英訳版の社

会的文化的影響力と、19 世紀女性作家たちに

よる女性のセクシュアリティの商業化の過

程とのつながりを多角的に考察した。この報

告書は後述する発行予定の研究書の中核を

なす。 
 
 本研究の研究成果は意義あるものとして

学会で評価されてきた。本研究は近代イギリ

スにおける古典の受容研究に貢献するとと

もに、セクシュアリティ研究に新たな複合的

視点を確立することができたと考えている。 

 今後の展望としては、19 世紀はじめの女性

詩人たちと比較するために男性詩人たちに

よる古典文学のセクシュアリティに関する

言説の分析を早急に終了し、本研究の成果を

より一層深化し発展させた研究書をまとめ

る予定である。 
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